
がんゲノム医療の実装に向けて
遺伝子パネル検査と今後の展開

現在、日本では、次世代シークエンサーを用いた遺伝子パネル検査の
保険診療という形で、がんゲノム医療が一歩進もうとしている。今後、
得られるゲノム・診療情報を集積することで、精密がんゲノム医療の
質的向上を図るとともに、薬剤開発に利活用していくことは、本邦の

がんゲノム医療の発展につながるだろう。
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参加無料／事前登録不要

平成３０年度 第９回臨床腫瘍セミナー

◆ がん治療に携わる医師、メディカルスタッフ及び、患者様、一般の皆様を対象に公開セミナーとして開催されます。
◆ 本セミナーは、『東北次世代がんプロ養成プラン』事業の一環となっています。
◆ 本学大学院生は、大学院授業要綱で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します。履修票を忘れずにお持ち下さい。

【お問い合わせ】 福島県立医科大学 教育研修支援課 TEL：０２４－５４７－１０９５ E-MAIL：ganpro@fmu.ac.jp
【次回予定】 2019年2月26日（火） １８時～１９時 ／ 福島県立医科大学１１号館 第２臨床講義室

〈講師〉川崎医科大学病理学教授 森谷 卓也（もりや たくや）先生

場所：福島県立医科大学11号館 第2臨床講義室

日時：2019年1月15日(火)18時～19時


